障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱


講義のねらい　
（１）事前アンケートをもとに、障害者虐待をめぐる各地域での取組みや研修に関する現状と課題を理解し、今後の研修プログラムのあり方について考察する。

（２）3日間にわたる本研修を総括し、都道府県での伝達研修の実施のあり方や研修プログラム立案方法等を理解する。
講義内容とポイント（計１８０分）
	講義内容
	ポイント
	使用するもの
	時間配分

	１．障害者虐待防止・対応に関する各地の取組みと研修のあり方

（講義）
	・本研修開催に際して予め実施したアンケート調査をもとに、障害者虐待をめぐる各地域での取組みや研修に関する現状と課題を理解する。
	ＰＰＴ
	20分

	
	・既に研修を実施した地域のうち、３地域における研修事例や虐待防止の取り組み実践等を紹介し、各都道府県での研修立案、体制整備等に資する。
	
	70分

	
	（休憩）
	
	（10分）

	２．都道府県研修実施に際しての留意点

（講義）
	・本研修の全体像をふりかえり、地域の実情に配慮しながら、研修を立案・実施するための留意点を整理する。
	ＰＰＴ

ワークシート
	20分

	３．研修プログラムの作成

　（演習）
	・都道府県での研修の実施に向け、研修プログラム案の作成を試みる。
	
	70分


講義で使用するもの

・資料集
講義にあたっての留意事項
・都道府県において地域の実情に配慮しながら独自に研修を開催するために資する情報を提供する。
・本研修の参加者は、各都道府県での研修企画立案を主として担う者であるため、関係者が顔を合わせ、具体的な取り組みの方向性を話しあう場を提供する。
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・在宅福祉サービス従事者の職場内研修のあり方に関する調査研究委員会編集「福祉の『職場研修』マニュアル」

全国社会福祉協議会　１９９５年



科目名　研修プログラムの構築にむけて（講義・演習）




















